
- 1 -

２０１8年５月27日（日） サンクチュアリ（第３・第１ポンド） ニジマス 自分 45尾 ツレ33尾

08:30～12:30 前半（４時間）自分29尾 ツレ23尾 第３ポンド

12:30～13:30 昼食

13:30～17:30 後半（４時間）自分16尾 ツレ10尾 第１ポンド

【料金】 男性一日 \4,300

【様子】

○晴れ。風なし。前半は第３ポンドで水質はクリア、後半は第１ポンドで濁り

がかなりきつい。

○日曜日のため、午前と午後の２回放流があり、餌撒きも終了間際にあった。

○店に８時20分頃着いた。第３ポンドにはすでに30人が入っているとのこと。運良く通路側で二人並んで

入ることができた。自分たちより後に第３ポンドに来た人はいなかった。次回は、７時30分には店の前で

並ぼうと思う。

前半 08:30～12:30（４時間） 第３ポンド 自分29尾 ツレ23尾

○水質はクリア。表層にたくさんマスがいる。

○放流は午前９時からだった。

・NOA 1.8g オレ金 ２尾

・NOA 1.0g 黄オレンジ金 ２尾

○トップウォーターで、波立たせるようにトゥイッチしたが今一だった。サーフェスエアブローFで引き波を立

てながらリトリーブした方が良かった。。

・サーフェスエアブローF カモフラペレットオールスターズ トップウォーター ６尾

・ミッツ 透明 トップウォーター ２尾

・デカミッツ 半透明 トップウォーター ２尾

・プチモカDR（F） S.M6 ２尾

・ジギルJｒ 0.7g オレンジ ２尾

・ジギルｊｒ 0.7g 濃茶 ボトム ２尾

・ベッキー 0.6g 白ウサギ ２尾

・ベッキー 0.35g 銀ピンク ２尾

※２尾とは２尾以上、不明５尾

※モカで釣ったような…。

○ボトム近くをもっとすべきだった。

後半 13:30～17:30（４時間） 第１ポンド 自分１６尾 ツレ１０尾

○濁りがきつい。

・プチモカSR(SS)ミドビィーノ ２尾

○放流14:30

・NOA 1.8g オレ金 ２尾
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・NOA 1.0g 黄オレンジ金 ２尾

○いろいろ試した

・ペンタ1.0g ベビーピンク １尾

・ベッキー 0.35g 銀ピンク 2尾

○水面からマスが減った。深いところか。

○プチモカSR(SS)ミドビィーノ カウント7で水の濁りがきついため、見えなくなる。カウント10でここからゆっ

くりリトリーブで釣れた。

・プチモカSR(SS)ミドビィーノ カウント10 ４尾

・プチモカSR(SS)イルージョンペレット １尾

※モカやちびパニクラDRｰSSで試すべきだった。

○午後4時30分の赤金タイム PURE 1.5ｇ 赤金を試した。反応なし。

○餌撒き17:20 リフト＆フォール あまり餌が撒かれなかった。

・ペンタ 1.0g 薄茶 ２尾

※ライントラブルによりツレのPEラインを数ｍを切断した。

※バイオマスター(リール)はやっぱりダメだ。トラブル多発。

【ツレ】

よく釣れたルアー

・サーフェスエアブローF カモフラペレットオールスターズ トップウォーター トィッチ

・モカSR(SS)ミドビィーノ

・トルネード 赤オレンジ

【購入アイテム】

・プチモカDR(F)S.M6 \1,170＋税＝\1,264（税込み）

・ベッキー 0.35g 銀ピンク \160＋税 （特価品）

※マスがうわずっているときはスローシンギング

マスが下にいるときはフローティング

※ちびパニクラDRｰSSも試すべき。

※モカ・プチモカ ミドビィーノで試し、その後、他の色やちびパニクラDRｰSSを試すべき。

※マスの活性があまり高くない。

マスが後ろにつくが距離がある。マスが後ろについたとき、スピードを上げていくと離れてしまう。


